
　
竹
田
　
今
年
９
月
、
経
済
産
業
省
は

「
未
来
志
向
型
の
取
引
慣
行
に
向
け
て

（
通
称
・
世
耕
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
た
。

今
後
「
価
格
決
定
方
法
の
適
正
化
」「
コ

ス
ト
負
担
の
適
正
化
」「
支
払
い
条
件
の

改
善
」
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
実
行

す
る
。
親
事
業
者
は
法
令
を
順
守
す
る

だ
け
で
な
く
、
取
引
条
件
の
改
善
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
、
下
請
事
業
者
と
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
。

　―
―

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化

の
き
っ
か
け
は
。

　
小
関
　
２
０
０
０
年
初
頭
に
営
業
か

ら
の
直
接
発
注
を
禁
止
、
下
請
代
金
法

順
守
に
向
け
て
踏
み
込
ん
だ
。
０４
年
に

改
正
下
請
代
金
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
経
営
ト
ッ
プ
が
全
役
員
に
下

請
代
金
法
の
順
守
を
厳
命
。
違
反
者
は

厳
重
に
処
分
す
る
と
宣
言
し
た
こ
と
が

取
り
組
み
推
進
の
背
骨
と
な
っ
た
。

　
後
藤
　
当
社
は
１０
年
に
当
局
の
指
摘

を
受
け
、
一
層
の
体
制
強
化
に
努
め
て

き
た
。
経
営
層
の
意
識
は
高
い
が
、
現
場

は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
経
営
ト

ッ
プ
の
号
令
だ
け
で
な
く
、
法
務
部
門

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
い
か
な

い
と
、
組
織
の
隅
々
ま
で
順
法
意
識
の

徹
底
は
で
き
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
。

　
高
橋
　
利
益
を
上
げ
る
人
は
評
価
さ

れ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
す
る

人
は
評
価
さ
れ
な
い
の
で
は
問
題
が
あ

る
。
経
営
方
針
と
し
て
考
え
方
を
き
ち

ん
と
示
す
べ
き
だ
。
経
営
ト
ッ
プ
は
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
を
高
め
、
当
局

の
指
摘
を
受
け
る
前
に
是
正
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

　―
―

取
り
組
み
の
推
進
に
当
た
り
苦

労
し
た
こ
と
は
。

　
小
関
　
法
務
部
門
だ
け
が
取
り
組
め

ば
い
い
わ
け
で
は
な
く
、
発
注
部
門
と

シ
ス
テ
ム
部
門
の
連
携
な
ど
が
必
要
に

な
る
。
営
業
か
ら
の
直
接
発
注
は
禁
止

し
て
い
る
が
、
全
社
的
な
意
識
変
革
の

た
め
に
は
、
下
請
代
金
法
の
基
礎
知
識

を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
。
　
後
藤
　
人
づ
く
り
か
ら
企
業
風
土
の

醸
成
ま
で
た
ど
り
着
く
の
は
容
易
で
は

な
い
。
形
式
的
な
違
反
が
起
き
て
し
ま

う
の
は
、
社
員
に
判
断
基
準
と
な
る
物

差
し
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
。
現
場

の
実
情
に
応
じ
た
対
応
事
例
が
社
内
に

蓄
積
さ
れ
て
く
れ
ば
、
自
分
で
判
断
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
高
橋
　
発
注
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

人
が
法
律
を
正
確
に
判
断
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
は
難
し
い
。
問
題
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
疑
問
に
思
え
る
程
度

に
ま
で
教
育
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

だ
。
そ
こ
で
立
ち
止
ま
れ
れ
ば
、
法
務

な
ど
専
門
部
署
に
相
談
す
れ
ば
違
反
を

防
げ
る
。
自
社
の
業
務
に
合
わ
せ
た
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
用
意
す
る
な
ど
、

具
体
的
に
教
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
竹
田
　
下
請
事
業
者
と
接
す
る
現
場

の
人
た
ち
が
、
下
請
代
金
法
の
基
礎
知

識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
。
少

な
く
と
も
、
自
分
が
所
属
す
る
部
署
で

気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン

ト
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
管

理
職
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
営
業
担
当

な
ど
が
当
局
主
催
の
研
修
会
に
参
加
す

る
の
も
よ
い
。

　―
―

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
小
関
　
発
注
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
注
文
書
の
記
載
漏
れ
や
事
後
発
行

の
防
止
は
達
成
で
き
て
い
る
と
思
う
。

教
育
活
動
を
継
続
す
る
中
で
法
務
部
門

へ
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
き
た
。
取

引
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良

好
で
、
全
体
的
に
ト
ラ
ブ
ル
は
減
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
政
府
の
動
き

に
対
応
し
て
社
内
の
ル
ー
ル
を
見
直
し

て
い
く
。
約
１
７
０
社
あ
る
関
係
会
社
・

子
会
社
に
つ
い
て
も
、
少
し
ず
つ
本
社

で
の
取
り
組
み
レ
ベ
ル
に
近
づ
け
て
い

き
た
い
。

　
後
藤
　「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
オ

フ
ィ
サ
ー
」
の
表
彰
制
度
な
ど
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
仕
掛
け

を
工
夫
し
た
い
。
厳
し
い
国
際
競
争
を

勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
下
請
事

業
者
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
下
請
代
金

法
の
順
守
は
単
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
問
題
で
は
な
く
、
自
社
の
生
き
残

り
戦
略
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
周
知
し
て
い
き
た
い
。
下
請
代
金
法

の
順
守
を
含
む
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
鍵
と
な
る
。

　
高
橋
　
自
分
の
行
為
が
下
請
事
業
者

の
不
利
益
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
ら
れ
る
下
請
代
金
法

マ
イ
ン
ド
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
だ
。

取
引
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
問
題
の
芽
を
摘
ん
で
い
け
れ
ば
、

結
果
的
に
法
令
順
守
に
つ
な
が
る
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
す
る
人
が
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
竹
田
　
相
談
・
通
報
窓
口
を
設
け
る

例
は
多
い
が
、
立
場
の
弱
い
下
請
事
業

者
は
気
軽
に
相
談
で
き
な
い
。
親
事
業

者
か
ら
独
立
し
た
窓
口
で
対
応
し
、
匿

名
で
の
相
談
・
通
報
を
可
能
に
す
る
こ

と
も
大
切
だ
。
下
請
事
業
者
と
交
渉
す

る
際
も
、
同
じ
目
線
で
考
え
る
こ
と
が

双
方
納
得
で
き
る
合
意
点
を
導
く
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
経
済
の
好
循
環
を
生
む

た
め
に
は
、
適
正
な
取
引
に
よ
る
恩
恵

を
社
会
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
。
親
事
業
者
が
あ
る
べ
き

姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
成
長
を
促
し
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
地
域
全
体
で
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
の
関
係
が
成
立
し
て
い
く
は
ず
だ
。

　
下
請
代
金
法
は
独
占
禁
止
法
の
補
完

法
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
下
請
取
引

の
適
正
化
と
下
請
事
業
者
の
保
護
を
目

的
と
す
る
。
優
越
的
地
位
の
乱
用
行
為

を
取
り
締
ま
る
独
禁
法
だ
が
、
結
論
ま

で
に
時
間
を
要
す
る
の
が
難
点
だ
。
そ

こ
で
資
本
金
に
よ
り
行
為
主
体
を
定
め
、

取
引
内
容
を
限
定
し
、
違
反
行
為
も
典

型
的
な
乱
用
行
為
１１
類
型
に
絞
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
４
つ
の
順
守
義
務
も
定

め
た
。
取
引
関
係
を
明
確
化
す
る
発
注

書
（
３
条
書
面
）
の
交
付
義
務
と
、
当
局

の
事
後
の
調
査
を
容
易
に
す
る
た
め
の

書
類
（
５
条
書
面
）
の
作
成
義
務
、
さ
ら

に
受
領
日
か
ら
６０
日
以
内
の
支
払
期
日

の
決
定
と
、
遅

延
損
害
金
（
６０

日
を
経
過
し
た

日
か
ら
１４
・
６

％
）
の
支
払
い

義
務
だ
。

　
下
請
代
金
法
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
法
律
の

特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
迅

速
で
効
率
的
な
運
用
の
た
め
違
反
行
為

を
絞
っ
た
の
だ
か
ら
、
下
請
代
金
法
の

運
用
は
、
独
禁
法
に
比
べ
、
形
式
的
、

画
一
的
に
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
取
引
上

の
地
位
の
優
位
性
を
前
提
と
す
る
か
ら
、

下
請
事
業
者
の
同
意
が
あ
っ
て
も
違
反

と
さ
れ
る
等
だ
。

　
下
請
代
金
法
の
特
徴
を
理
解
し
、
常

に
親
事
業
者
が
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、

下
請
事
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持

つ
下
請
代
金
法
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
が
重

要
だ
。
事
前
に
問
題
意
識
を
持
ち
さ
え

す
れ
ば
、
社
内
の
法
務
管
理
部
門
、
下

請
か
け
こ
み
寺
、
中
小
企
業
庁
、
公
正

取
引
委
員
会
に
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、

誤
っ
た
認
識
で
の
違
反
は
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。
事
前
の
確
認
に
は
至
ら
な
か

っ
た
場
合
で
も
、
常
に
下
請
代
金
法
マ

イ
ン
ド
持
ち
続
け
れ
ば
、
事
業
者
自
ら

違
反
を
発
見
し
、
直
ち
に
是
正
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

　
下
請
代
金
法
に
違
反
す
る
か
の
判
断

が
難
し
い
場
合
も
あ
る
が
、
事
業
者
が

自
ら
違
反
を
発
見
し
、
公
正
取
引
委
員

会
の
調
査
前
に
直
ち
に
是
正
し
て
下
請

事
業
者
の
不
利
益
を
回
復
す
る
な
ど
す

れ
ば
、
勧
告
に
至
ら
な
い
制
度
（「
下
請

法
違
反
行
為
を
自
発
的
に
申
し
出
た
親

事
業
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」）も
あ
る
。

　
下
請
代
金
法
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
と
事

前
と
事
後
の
確
認
、
直
ち
に
是
正
の
姿

勢
が
下
請
代
金
法
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
王
道
だ
。

■主催：経済産業省中小企業庁
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中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
下

請
代
金
法
違
反
の
防
止
に
向
け
た
社
内
体

制
の
整
備
方
法
や
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

す
る
「
下
請
取
引
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ほ
か
、
下
請
代
金
法
の

講
習
会
の
情
報
な
ど
下
請
取
引
適
正
化
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.chusho.m

e
ti.g
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keiei/torihiki/index.htm
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２
０
１
２
年
に
中
小
企
業
庁
か
ら
下
請
代
金
法
に
関
す
る
指
摘

を
受
け
、
短
期
間
に
改
善
を
進
め
た
。
ま
ず
意
図
し
な
い
下
請
代

金
の
減
額
を
防
ぐ
た
め
、
月
度
ご
と
に
実
績
の
点
検
を
実
施
。
下

請
代
金
か
ら
の
振
込
手
数
料
の
控
除
を
取
り
や
め
、
す
べ
て
当
社

負
担
と
し
た
。３
条
書
面
の
記
載
不
備
も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

毎
年
１
回
、
取
引
先
に
「
支
払
条
件
等
に
つ
い
て
」
と
い
う
書
面

を
送
付
し
、
記
載
内
容
の
共
有
と
確
認
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
各
社
も
一
斉
に
自
己
点
検
を
実
施
。
仕
入
先
の
資
本

金
な
ど
の
基
本
情
報
や
取
引
内
容
を
す
べ
て
確
認
し
た
。
以
後
も

自
主
点
検
と
改
善
活
動
は
継
続
し
て
い
る
。

　
社
員
の
順
法
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
１２
月
１

日
を
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
デ
イ
」
と
定
め
、
経
営
ト
ッ
プ
が
全

社
員
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

も
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ
の
全
役
員
・
社
員
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
下

請
代
金
法
の
基
礎
知
識
を
復
習
し
て
い
る
。

　
日
立
グ
ル
ー
プ
の
事
業
分
野
は
情
報
・
通
信
シ
ス
テ
ム
か
ら
建

設
機
械
、
高
機
能
材
料
、
物
流
・
サ
ー
ビ
ス
ま
で
幅
広
い
。
事
業

分
野
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
下
請
取
引
を
調
達

部
門
が
集
中
管
理
し
、
設
計
、
製
造
、
品
質
保
証
、
経
理
の
各
部

門
を
指
導
し
て
い
る
。
け
ん
制
機
能
と
し
て
監
査
部
門
が
定
期
的

に
各
部
門
を
審
査
す
る
ほ
か
、複
数
の
通
報
制
度
も
設
け
て
い
る
。

　
下
請
代
金
法
順
守
の
た
め
調
達
規
則
や
業
務
手
順
を
帳
票
や
シ

ス
テ
ム
に
盛
り
込
み
、
各
事
業
所
の
調
達
シ
ス
テ
ム
に
は
下
請
取

引
対
象
品
を
自
動
識
別
し
た
り
、
価
格
未
決
品
の
ア
ラ
ー
ム
を
出

し
た
り
す
る
機
能
を
搭
載
。
仮
締
め
制
度
を
設
け
て
月
末
納
入
品

を
救
う
な
ど
、
支
払
い
遅
延
を
防
ぐ
仕
組
み
も
あ
る
。

　
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
調
達
担
当
者
向
け
の
法
律
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
・
配
布
し
た
ほ
か
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
の
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
義
務
付
け
、
１
泊
２
日
の
社
内
研
修
で
は
座
学
と

グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
し
て
順
法
意
識
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　
当
社
は
発
注
と
支
払
い
を
専
門
の
手
続
き
部
門
に
集
約
し
て
い

る
。
手
続
き
部
門
は
現
場
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
発
注
内
容
な

ど
を
確
認
。
現
場
の
承
認
を
経
て
発
注
す
る
。
注
文
書
の
送
付
な

ど
の
た
め
、
契
約
開
始
日
の
２
営
業
日
前
ま
で
に
手
続
き
部
門
に

申
請
す
る
こ
と
を
社
内
ル
ー
ル
で
定
め
て
い
る
。

　
納
品
後
の
支
払
い
も
手
続
き
部
門
が
実
施
す
る
。
月
末
納
期
の

場
合
、
５
営
業
日
前
に
手
続
き
部
門
か
ら
現
場
に
対
し
納
期
が
近

い
こ
と
を
知
ら
せ
、
請
求
書
を
受
領
す
る
よ
う
に
通
知
。
こ
れ
に

よ
り
支
払
い
手
続
き
の
漏
れ
を
防
ぎ
、
期
限
内
の
支
払
い
を
順
守

す
る
。

　
取
り
組
み
の
実
施
状
況
は
監
査
部
門
に
よ
る
監
査
に
加
え
、
現

場
部
門
に
よ
る
自
主
点
検
を
年
に
１
度
実
施
。勉
強
会
も
開
催
し
、

社
内
ル
ー
ル
の
徹
底
や
現
場
の
疑
問
を
解
消
す
る
機
会
と
し
て
い

る
。
全
社
員
に
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
も
義
務
付
け
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

日
立
製
作
所

シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
で
違
反
防
ぐ

Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｌ

発
注
・
支
払
い
を
専
門
部
署
に
集
約

内
田
洋
行

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
デ
イ
」を
設
定

　政府は下請取引を含む中小企業の取引条件の改善に力を
入れる方針を示した。経済産業省は「世耕プラン」を策定し、
具体的な政策を展開していく。こうした動きを背景に、10
～11月にかけて全国5会場（札幌、東京、名古屋、大阪、熊本）
で開催した「下請取引適正化推進シンポジウム2016」には、
下請代金支払遅延等防止法（下請代金法）の順守を徹底し
ている親事業者が登場。コンプライアンス（法令順守）体制
の整備・強化について、自社の取り組みを紹介した。

　
当
社
は
化
粧
品
・
健
康
食
品
の
留
め
型
原
料
や
容
器
・
包
材
な

ど
に
つ
い
て
、
協
力
会
社
に
製
造
委
託
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
本

社
の
購
買
グ
ル
ー
プ
で
価
格
や
条
件
を
決
定
し
、
事
業
会
社
か
ら

発
注
す
る
体
制
だ
。
注
文
書
の
交
付
・
承
諾
を
経
て
初
め
て
発
注

が
成
立
す
る
こ
と
や
、
下
請
代
金
の
振
込
手
数
料
を
当
社
が
負
担

す
る
こ
と
な
ど
は
契
約
書
に
明
記
し
て
い
る
。

　
教
育
活
動
で
は
社
員
が
知
っ
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

網
羅
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
手
帳
を
作
成
・
配
布
し
、
階
層
別
・

部
署
別
研
修
を
実
施
。
下
請
代
金
法
の
研
修
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
取
り
入
れ
、
社
内
で
あ
っ
た
実
例
を
教
材
に
す
る
こ
と
で
当

事
者
意
識
を
持
た
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
経
営
理
念
で
あ
る
取
引
先
と
の
共
存
共
栄
を
実
現
す
る
た
め
、

内
部
監
査
室
は
取
引
先
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
問

題
が
あ
れ
ば
事
実
関
係
を
確
認
。
経
営
ト
ッ
プ
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
購
買
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
改
善
に
当
た
る
。

フ
ァ
ン
ケ
ル

取
引
先
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

違
反
防
ぐ
発
注
シ
ス
テ
ム
を
構
築

凸
版
印
刷

順
守
す
べ
き
ル
ー
ル
を
明
確
化

　
当
社
は
営
業
に
よ
る
直
接
発
注
を
禁
止
し
、
下
請
取
引
を
実
施

す
る
部
門
を
生
産
管
理
・
企
画
販
促
に
限
定
し
て
い
る
。
資
本
金

の
大
小
に
関
わ
ら
ず
下
請
代
金
法
に
準
拠
し
た
取
引
を
行
う
こ
と

で
、
う
っ
か
り
違
反
を
防
い
で
い
る
。

　
さ
ら
に
全
社
共
通
の
発
注
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
注
文
書
の
記

載
漏
れ
や
事
後
発
行
を
防
止
。
経
理
部
は
納
品
日
を
確
認
し
、
取

引
先
が
請
求
書
を
発
行
し
忘
れ
て
も
６０
日
を
超
え
る
支
払
い
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
。
下
請
事
業
者
向
け
の
通
報
窓

口
と
し
て「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」も
設
置
し
て
い
る
。

　
社
員
教
育
で
は
「
下
請
法
遵
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
・
配
布

す
る
と
と
も
に
、
毎
年
、
発
注
部
門
に
対
す
る
集
合
研
修
と
運
用

実
態
の
確
認
を
実
施
。
当
局
主
催
の
講
習
会
に
継
続
的
に
参
加
し

た
り
、
実
際
の
勧
告
事
例
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で
共
有
し
た
り
し
て

い
る
。
取
り
組
み
状
況
は
半
期
ご
と
に
監
査
役
会
に
報
告
し
、
下

請
取
引
の
適
正
化
に
努
め
て
い
る
。

　
当
社
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
す
る
た
め
、
各
県
の
条
例

や
事
業
法
を
含
む
７９
法
令
・
５
７
９
項
目
に
わ
た
る
全
社
共
通
の

法
令
順
守
管
理
項
目
表
を
作
成
し
た
。
順
守
す
べ
き
ル
ー
ル
を
明

確
に
し
た
上
で
、
職
層
別
の
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

　
相
談
・
通
報
窓
口
と
し
て
は
、
社
員
向
け
に
「
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ

ア
イ
」
な
ど
を
設
置
。
取
引
先
向
け
に
は
社
外
の
法
律
事
務
所
を

窓
口
と
し
、
通
報
内
容
は
当
社
に
匿
名
で
報
告
さ
れ
る
。
取
り
組

み
状
況
は
毎
年
１
回
、
各
部
門
で
自
主
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
内

容
に
基
づ
い
て
内
部
監
査
部
や
法
令
主
管
部
署
が
監
査
す
る
。

　
下
請
代
金
法
の
順
守
体
制
は
、
取
締
役
と
各
部
門
長
で
構
成
す

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
下
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

オ
フ
ィ
サ
ー
」
を
配
置
。
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
法
務
室
が
事

実
関
係
を
確
認
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
是
正

に
取
り
組
む
。
監
査
の
結
果
、
共
有
す
べ
き
情
報
が
あ
れ
ば
横
展

開
し
、
一
般
社
員
に
周
知
す
る
。

矢
崎
総
業

下
請
代
金
法
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

基
調
講
演

基
調
講
演

基
調
講
演

コンプライアンスの強化と企業間取引の適正化を目指して 凸版印刷／矢崎総業パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション

トップの厳命が取り組みの背骨　小関氏

すべての取引先と競争力高める　後藤氏

自発的に疑問を持てるまで教育　高橋氏

取引条件の改善促す政策を展開　竹田氏

矢
崎
総
業 

執
行
役
員 

法
務
室
長

後
藤
　
修
氏

太
樹
法
律
事
務
所 

弁
護
士

高
橋
善
樹
氏

北
海
道
経
済
産
業
局 

中
小
企
業
課
長

竹
田
雅
博
氏

凸
版
印
刷 

法
務
本
部 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長

小
関
知
彦
氏

中
小
企
業
の
相
談
窓
口「
下
請
か
け
こ
み
寺
」の
ご
案
内

　
全
国
４７
都
道
府
県（
４８
カ
所
）に
設
置
し
て
い
る『
下
請
か
け
こ
み
寺
』で
は
、「
納

品
後
に
代
金
の
値
引
き
を
求
め
ら
れ
た
」「
支
払
日
が
過
ぎ
て
も
代
金
を
支
払
っ

て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
取
引
に
関
す
る
中
小
企
業
の
様
々
な
悩
み
の
相
談
に
相
談

員
や
弁
護
士
が
親
身
に
な
っ
て
応
じ
、
問
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
費
税

転
嫁
等
に
係
る
取
引
上
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
こ
ち
ら
　 

０
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